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原子力発電所の過酷事故時においては核分裂生成物質を含んだエアロゾルが水中を通ることでプールス

クラビング効果により除染される．本研究では単一気泡内の微粒子の挙動に着目し，プールスクラビング

に関わる気泡内部流動に関して調べた． 
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1. 緒言

原子力発電所過酷事故時のプールスクラビングに関する既

存解析コードの改良や評価を行うため，プールスクラビング

挙動の原理の解明が求められている．本研究の目的は単一気

泡中に含まれたエアロゾルの挙動を把握することでプールス

クラビング時における核分裂生成物質の水中移行挙動を明ら

かにすることである．本報告では上昇単一気泡の内部流動の

可視化計測を実施するとともに，可視化計測技術の確立のた

めに気泡を模擬した油滴を用いた実験を行った． 

2. 実験手法 

本研究では，プールスクラビング中の気泡内部のエアロゾル

挙動に対して常温常圧にて PIV 計測を行うとともに，解析モ

デルの妥当性評価のために内部流動の可視化が容易な上昇油

滴中の微粒子挙動の可視化計測を行っている．使用した実験

装置の装置図を Fig.1に示す．装置の中心軸上にエアロゾルを

模した親水性シリカ粒子や蛍光粒子を散乱させるためのシー

トレーザーを照射し，光源をはさんで 90度の位置にそれぞれ

ハイスピードカメラを配置し，背面の LEDを用いて界面の同

時計測を行った． 

3. 結果・考察 

Fig.2 に上昇中の気泡に対してエアロゾル粒子として蛍光粒

子を混入し，界面の散乱光を除去することで得られた粒子挙

動の実験結果を示す．気泡内の微粒子挙動が可視化計測でき

ることを確認した．Fig.3に油滴中を撮影した画像を示す．時

間を追うごとに油滴中央下部にある粒子の流れが上向き方向に成長していく様子や旋回運動などが見られ

た．既存のプールスクラビングのモデルにおいては流動の軸対称が前提となっているが本実験では奥行き

方向の速度成分も観察され，解析コード中のモデルよりも複雑な流れとなっていることが明らかになった．
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Fig. 1. 可視化実験装置 

 

Fig. 2上昇気泡の可視化 

 

Fig. 3 上昇油滴への PIV結果 
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